
なごみの山里日ノ浦からのお知らせ

6月12日（土）・13日（日）に
「日ノ浦あじさいまつり」を開催します！
詳しくは10ページをご覧ください。
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高知ファイティングドッグスを応援しよう！



｜広報おち｜6月号｜2｜

ま・ち・の・話・題

“おらんく球団”

　5月のゴールデンウィークに高知ファイテ

ィングドッグス（以下、「高知FD」）は、首位の

香川オリーブガイナーズとの5連戦を行いました。

　香川県での3連戦は2敗１分けし、地元高知での4日

も1対1と引き分けるなどして苦戦した高知FDでした

が、5日には公式戦初先発の新人・山﨑投手が好投
し、見事1対0で完封勝ちを収めました。

　勝利した5日の試合では、越知中学校野球部員5人

がボールボーイとして活躍したほか、ジュニアのチア

ガールとして越知町の子どもたちが参加して

試合に花を添えてくれました。応援には、少年野

球チームの越知バッファローの児童や保護者をはじ

め、たくさんの町民の皆さんが球場に駆け付け盛り上

げてくれました。

　また球場入り口では、谷ノ内や野老山の方々がタ

ケノコ寿司や芋ケンピを販売するなど“ホームタウン

越知”を町を挙げてPRしました。

　5月12日には、越知バッファローの練習に

高知FDの選手が参加しました。

　高知FD監督やコーチも見守るなか、子どもたちは

ウォーミングアップからボールの投げ方、守備などの

技術的なことまで教えてもらいました。基本的な動作

や、面白い練習方法が学べた大変有意義な交流とな

りました。

情報「その壱」情報「その壱」情報「その壱」

情報「その貳」情報「その貳」情報「その貳」

対戦相手

愛　媛

徳　島

三　重

香　川

長　崎

香　川

試合日

5（土）

19（土）

20（日）

25（金）

26（土）

27（日）

開始時間

午後 2：00

午後 1：00

午後 1：00

午後 2：00

午後 2：00

午後 2：00

球　　場

高 知 球 場

四万十スタジアム

四万十スタジアム

高 知 球 場

高 知 球 場

高 知 球 場

６月の試合日程
（高知県内開催分）

高知ファイティングドッグス情報　　vol,1



｜3｜広報おち｜6月号｜

ま・ち・の・話・題

　
４
月
21
日
に
高
知
県
立
県
民
体

育
館
に
お
い
て
、
平
成
22
年
度
高

知
県
消
防
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
大
会
で
、
消
防
団
員
と
し

て
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
西
森
歳

勝
さ
ん
（
団
長
）
が
日
本
消
防
協

会
長
功
績
章
、
山
﨑
國
男
さ
ん

（
大
桐
分
団
長
）
が
日
本
消
防
協

会
長
精
績
章
を
、
胡
摩
﨑
博
繁
さ

ん
（
明
治
第
１
分
団
長
）
が
消
防

庁
長
官
永
年
勤
続
功
労
章
を
受
章

さ
れ
ま
し
た
。

　
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
の
益
々
の
ご
活
躍

を
お
祈
り
し
ま
す
。

　
４
月
25
日
（
日
）
、
料
亭
「
三

秀
」
で
行
わ
れ
た
「
お
ち
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
」
総
会
で
、
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
の
事
業
で
も
あ
る
「
ス
ポ

ー
ツ
振
興
表
彰
式
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
表
彰
式
は
、
平
成
21
年
度

に
越
知
町
内
で
ス
ポ
ー
ツ
に
顕
著

に
功
績
の
あ
っ
た
個
人
、
団
体
に

贈
ら
れ
る
賞
で
す
。

　
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

◎
優
秀
賞

（
空
手
）

　
岡
林
　
そ
ら
（
土
佐
女
子
中
）

（
空
手
道
連
盟
）

　
麻
田
　
千
明 

（
佐
川
町
）

　
小
学
生
団
体
形
チ
ー
ム

（
越
知
中
学
校
柔
道
部
）

　
笹
岡
　
愛
香
　

   

鈴
木
　
星
香
　

　
藤
原
　
龍
也
　

（
水
泳
）

　
戸
田
　
千
聖
（
越
知
小
）

　
戸
田
　
千
晴
（
高
知
商
業
高
）

（
小
学
生
バ
レ
ー
）

　
越
知
エ
ン
ジ
ェ
ル
ズ

◎
敢
闘
賞

（
空
手
道
連
盟
少
年
部
）

　
谷
　
　
鴻
雅
（
池
川
小
）

　
庄
野
　
　
瞭
（
斗
賀
野
小
）

　
政
岡
　
裕
貴
（
黒
岩
中
）

（
空
手
道
連
盟
）

　
谷
　
　
英
敏
（
仁
淀
川
町
）

　
田
村
　
麻
美
（
佐
川
町
）

（
越
知
中
学
校
柔
道
部
）

　
伊
藤
　
光
里
　

　
鈴
木
　
勢
那
　

　
高
橋
　
祐
希
　

（
水
泳
）

　
西
森
　
万
玲
（
越
知
小
）

　
西
森
　
文
香
（
越
知
中
）

　
斉
藤
　
成
美
（
越
知
中
）

　
戸
田
　
隼
人
（
高
知
工
業
高
）

◎
特
別
賞

（
越
知
中
学
校
バ
レ
ー
部
）

　
中
越
　
亜
衣
　

（
越
知
中
学
校
野
球
部
）

　
西
村
　
太
希
　

（
小
学
生
野
球
）

　
越
知
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー

「
ス
ポ
ー
ツ
振
興
表
彰
式
」

消
防
団
員
表
彰

  

高
知
県
消
防
大
会

　
今
年
も
４
月
26
日
に
、
桐
見
ダ

ム
湖
で
桐
見
ダ
ム
職
員
、
中
央
西

土
木
事
務

所
職
員
な

ど

に

よ

り
、
桐
見

ダ
ム
湖
に

こ
い
の
ぼ

り
が
渡
さ

れ

ま

し

た
。

　
い
ら
な
く
な
っ
た
「
鯉
の
ぼ

り
」
譲
っ
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か

　
こ
の
川
渡
し
の
鯉
の
ぼ
り
は
、

町
民
の
皆
さ
ん
な
ど
か
ら
の
ご
好

意
に
よ
り
提
供
さ
れ
た
も
の
で
す

が
、
長
年
の
使
用
で
傷
み
も
激
し

く
年
々
数
が
減
っ
て
き
て
い
ま

す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
皆
さ
ん
の

ご
家
庭
で
不
用
に
な
っ
た
「
鯉
の

ぼ
り
」
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
無
償

で
提
供
し
て
い
た
だ
け
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　
提
供
し
て
い
た
だ
け
る
方
は
、

次
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
桐
見
ダ
ム
管
理
事
務
所

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
１
６
０

鯉
の
ぼ
り
の

　
　
　
川
渡
し

情報「その壱」

情報「その貳」



｜広報おち｜6月号｜4｜

情　報　広　場

後期高齢者医療制度の
平成22・23年度の保険料率が決まりました

　後期高齢者医療制度では保険料率は２年ごとに見直しされます。平成22年度は見直しの時期にあたりますので、
平成22年度・23年度の保険料率が次のとおり改定されました。

◆保険料の計算方法
　保険料は一律に負担していただく「被保険者均等割額」と所得に応じて負担していただく「所得割額」を合計し
て被保険者個人ごとに算出します。
　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　 　　＝   　　　　　                 　＋

○一人当たりの保険料の上限は50万円です。
○総所得金額等とは総所得金額（公的年金等控除などを差し引いた額）と山林所得、土地建物の譲渡所得等の分離
課税所得の合計です。

◆保険料の軽減
　平成21年度の保険料の軽減措置は、平成22年度以降も継続されます。

○【被保険者均等割額の軽減】
・世帯主及び被保険者の総所得金額等（※）の合計額の状況により軽減の判定をします。

※公的年金収入の場合、年金収入額から公的年金等控除額に15万円を加算した額を差し引いた後の額で軽減
の判定をします。

○【所得割額の軽減】
・被保険者本人の総所得金額等の状況により軽減の判定をします。

○【被用者保険の被扶養者であった方の軽減】
・後期高齢者医療に加入する前日に被用者保険（協会けんぽ・共済組合・船員保険など）の被扶養者（扶養家族）
であった方は、被保険者均等割額が９割軽減され、所得割額は賦課されません。

（注）同一世帯の中で、被保険者や世帯主の前年中の所得が決定できていない方がいる場合、保険料軽減判定がで
きませんので、所得申告をお願いします。

◆お問い合わせ先
　住民課保険係（後期高齢者医療担当）　　ＴＥＬ２６－１１７０

年 間 保 険 料
（１人あたり）

所 得 割 額
（総所得金額等－33万円）× 8.94％

被保険者均等割額
48,931円

●被保険者均等割額　　 48,931円
●所得割率　　　　　　　 8.94％



｜5｜広報おち｜6月号｜

情　報　広　場

　
７
月
１
日
よ
り
、
ひ
と
り
親
家

庭
医
療
費
助
成
の
受
給
者
証
が
更

新
さ
れ
ま
す
。

　
今
、
お
持
ち
の
受
給
者
証
は
６

月
末
ま
で
の
有
効
期
限
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
引
き
続
い
て
受
給

者
証
の
交
付
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
更
新
期
間
中
に
更
新
申
請
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
現
在
受
給
者
証
を
お
持

ち
で
な
い
方
も
、
受
給
対
象
者
で

あ
る
か
ど
う
か
の
確
認
を
さ
れ
る

よ
う
お
勧
め
し
ま
す
。

【
助
成
の
対
象
】

　
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
制

度
の
対
象
者
は
、
所
得
税
非
課
税

世
帯
（
前
年
度
所
得
）
の
ひ
と
り

親
家
庭
の
父
ま
た
は
母
（
兄
姉
、

祖
父
母
含
み
ま
す
）
お
よ
び
18
歳

に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
３
月

31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
児
童
で

す
。

【
助
成
の
内
容
】

　
受
給
資
格
を
得
る
と
、
病
院
等

で
治
療
を
受
け
た
と
き
の
自
己
負

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
の

受
給
更
新
申
請
は
6
月
中
に
！

担
分
の
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

対
象
者
で
あ
っ
て
も
受
給
者
証
の

交
付
を
受
け
て
い
な
い
場
合
は
助

成
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
必
ず

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　【
手
続
き
に
必
要
な
も
の
】

・
被
保
険
者
証

 

（
受
給
者
全
員
の
保
険
証
）

・
印
鑑

・
古
い
受
給
者
証

 

（
更
新
の
方
の
み
・
ピ
ン
ク
色
）

【
受
付
期
間
】

・
６
月
21
日
〜
７
月
１
日

（
こ
の
期
間
内
に
更
新
申
請
さ

れ
な
い
と
受
給
開
始
月
が
遅
れ

ま
す
）

・
新
た
に
助
成
を
受
け
よ
う
と
さ

れ
る
方
は
い
つ
で
も
か
ま
い
ま

せ
ん
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
課
母
子
福
祉
係

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６

－

１
１
７
０

子
ど
も
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

こ
す
も
す

　
現
在
、
越
知
町
、
社
会
福
祉
協

議
会
、
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議

会
で
は
、
地
震
・
台
風
等
の
災
害

避
難
時
に
援
助
を
必
要
と
す
る
方

の
台
帳
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
昨
年
の
夏
ご
ろ
よ
り
、
民
生
委

員
さ
ん
が
主
体
と
な
っ
て
各
戸
訪

問
に
よ
り
調
査
を
実
施
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
対
象
者
の

方
々
の
ご
協
力
に
よ
り
調
査
は
ほ

ぼ
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
調
査
し
た
内

容
に
基
づ
き
、
写
真
の
よ
う
な

「
防
災
カ
ー
ド
」
を
作
成
し
ま
し

た
。

　
6
月
ご
ろ
よ
り
民
生
委
員
さ
ん

等
が
訪
問
し
て
お
配
り
し
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
緊
急
時
等
に
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

「
防
災
カ
ー
ド
」
の
配
布

　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

住
民
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６

－

１
１
７
０

社
会
福
祉
協
議
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６

－

１
１
４
９

　
い
じ
め
、
不
登
校
、
児
童
虐

待
な
ど
の
相
談
ご
と
は
、
子
ど

も
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
中
心

と
な
っ
て
支
援
し
ま
す
。

【
相
談
窓
口
】

昼
間

・
子
ど
も
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

　
こ
す
も
す
（
教
育
委
員
会
）

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６

－

３
４
０
０

夜
間

・
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

　
び
ゃ
く
れ
ん
（
佐
川
町
）

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
０

－

０
２
０
３

そ
の
他
関
係
機
関

・
中
央
児
童
相
談
所

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８

－

８
６
６

－

６
７
９
１

・
高
知
県
教
育
セ
ン
タ
ー
　
　

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８

－

８
６
６

－

３
８
９
０

・
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
　

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
１
２
０

－

０
０
７

－

１
１
０

・
高
知
県
心
の
教
育
セ
ン
タ
ー

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８

－

８
３
３

－

２
９
２
２



｜広報おち｜6月号｜6｜

情　報　広　場

　
国
民
年
金
は
、
20
歳
か
ら
60
歳

ま
で
の
40
年
間
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
に
よ
り
、
満
額
の
老
齢
基
礎

年
金
（
７
９
２
，
１
０
０
円
）
が

受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
し
か
し
、
保
険
料
を
納
め
ら
れ

な
か
っ
た
り
、
公
的
年
金
に
未
加

入
の
期
間
が
あ
る
と
、
満
額
の
基

礎
年
金
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
保
険
料
を
納
め
た
期
間

（
免
除
や
学
生
納
付
特
例
が
認
め

ら
れ
た
期
間
を
含
む
）
が
25
年
以

上
な
け
れ
ば
、
年
を
取
っ
て
か
ら

年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。

　
任
意
加
入
制
度
は
、
60
歳
ま
で

に
受
給
資
格
期
間
を
満
た
せ
な
い

方
や
、
受
給
資
格
期
間
は
満
た
し

て
い
て
も
、
未
納
や
未
加
入
期
間

が
あ
る
た
め
減
額
と
な
る
年
金

を
、
よ
り
満
額
に
近
づ
け
た
い
と

い
う
方
の
た
め
に
、
60
歳
以
降
も

引
き
続
き
65
歳
ま
で
国
民
年
金
に

加
入
で
き
る
制
度
で
す
。

　
な
お
、
昭
和
40
年
４
月
１
日
以

前
生
ま
れ
の
方
は
、
65
歳
ま
で
に

国
民
年
金
に
は

  
任
意
加
入
制
度
が
あ
り
ま
す

受
給
資
格
期
間
を
満
た
せ
な
か
っ

た
場
合
、
特
例
的
に
70
歳
ま
で
延

長
し
て
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
任
意
加
入
の
方
に
は

免
除
制
度
は
適
用
さ
れ
ず
、
必
ず

保
険
料
を
口
座
引
き
落
と
し
に
す

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
詳
し
い
こ
と
は
、
お
近
く
の
年

金
事
務
所
ま
た
は
、
役
場
年
金
係

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

高
知
西
年
金
事
務
所

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８

－

８
７
５

－

１
７
１
７

住
民
課
年
金
係

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６

－

１
１
１
５

国道33号大雨時の通行止め協力のお願い
　次の区間は大雨の場合、落石や土砂崩れの恐れがありますので全面通行止めとなります。全面通行止め時に

はこの区間内へ外部からの進入ができません。通行止めの解除は、雨がやんでから２時間以上経過し、パトロー

ルにより安全を確認した後となります。ただし、夜間は十分な安全確認ができませんので、翌朝にパトロール

を行い安全を確認した後で解除になります。

　万一の被害を未然に防止するため、皆様のご協力をお願いします。

【全面通行止めとなる区間】
越知町横倉～仁淀川町森山（20.3km）
仁淀川町森山～久万高原町中津（6.7km）
久万高原町中津～久万高原町柳井川（6.1km）
【全面通行止めとなる条件】
連続雨量250ｍｍ

◆道路情報のお問い合わせ先

　国道33号　　　　　　　佐川国道維持出張所　ＴＥＬ２２－１０２２

　国道32・33・55・56号　土佐国道事務所　　　ＴＥＬ０８８－８８４－０３５９

　上記以外の国道・県道　高知県土木部道路課　ＴＥＬ０８８－８２３－１１１１

【迂回路について】
国土交通省が指定する迂回路はありません。
他の道路も大雨のため、落石や土砂崩れの
危険性もありますので、道路情報を確認し
てください。

戸別所得補償モデル対策の受付が始まりました。

ふ
る
さ
と
納
税

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

東
京
都
　
杉
本
憲
優
さ
ん

　
ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
を
い
つ
も

お
持
ち
く
だ
さ
り
、
越
知
町
の
た

め
に
役
に
立
て
ば
と
い
う
こ
と
で
、

杉
本
憲
優
さ
ん
（
東
京
都
在
住
）

よ
り
、
再
び
、
多
額
の
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ご
趣
旨
に
沿
い
、
有
効
に
使
わ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご
寄
付
の
お
礼

　
㈲
吉
村
土
建
様
よ
り
、
故
吉
村

淳
一
氏
の
香
典
返
し
と
し
て

1
0
0
，
0
0
0
円
の
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
と
と
も
に
、
ご
厚
志
に
対

し
、
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご
寄
付
の
お
礼
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情　報　広　場

　
高
知
地
方
法
務
局
と
高
知
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
学
校

に
お
け
る
「
い
じ
め
」
や
家
庭
内

に
お
け
る
児
童
虐
待
な
ど
、
子
ど

も
の
人
権
問
題
解
消
に
向
け
、
次

の
と
お
り
「
子
ど
も
の
人
権
110

番
」
電
話
相
談
の
強
化
週
間
を
実

施
し
ま
す
。
期
間
中
は
相
談
時
間

を
延
長
す
る
と
と
も
に
土
・
日
も

受
け
付
け
ま
す
。
ま
た
、
児
童
・

生
徒
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
相
談

で
き
る
よ
う
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
に

な
っ
て
い
ま
す
。
学
校
や
家
庭
・

友
達
関
係
の
悩
み
ご
と
な
ど
、
何

で
も
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

実
施
期
間

６
月
28
日
（
月
）
か
ら

７
月
４
日
（
日
）
ま
で

時
間午

前
８
時
30
分
か
ら

午
後
７
時
ま
で

※
た
だ
し
、
土
曜
日
・
日
曜
日
は

午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

開
設
場
所

高
知
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

（
高
知
市
小
津
町
４

－

30
）

全
国
一
斉

「
子
ど
も
の
人
権
110
番
」
強
化
週
間

電
話
番
号

０
１
２
０

－

０
０
７

－

１
１
０

※
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

※
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
接
続
で
き

ま
せ
ん
。

取
扱
内
容

い
じ
め
、
体
罰
、
児
童
虐
待
等

子
ど
も
を
め
ぐ
る
人
権
問
題

そ
の
他

相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

     ◆
お
問
い
合
わ
せ
先

高
知
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８

－

８
２
２

－

３
５
０
３

　
毎
年
６
月
か
ら
８
月
に
か
け

て
、
水
道
メ
ー
タ
ー
交
換
を
行
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
水
道
メ
ー
タ
ー

の
検
満
（
８
年
間
）
と
な
っ
て
お

り
、
正
し
く
検
針
を
す
る
た
め

に
、
８
年
ご
と
に
交
換
し
て
い
ま

す
。
毎
年
対
象
が
約
150
件
あ
る
た

め
、
個
々
に
は
連
絡
し
ま
せ
ん
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
 

 

　
水
道
メ
ー
タ
ー
交
換
は
、
次
の

指
定
業
者
が
行
い
ま
す
。

水
道
メ
ー
タ
ー
交
換
に
つ
い
て

こ
ん
な
時
に
は
届
け
を
お
願
い
し

ま
す
。
 

・
新
築
な
ど
に
よ
り
水
道
を
新
し

く
引
く
と
き
 

・
水
道
の
使
用
を
中
止
す
る
と
き

・
水
道
の
使
用
者
の
名
義
が
変
わ

る
と
き
 

・
引
っ
越
し
す
る
と
き
 

 水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。
 

・
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に

車
・
自
転
車
や
物
を
置
か
な
い

で
く
だ
さ
い
 

・
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
は
、

い
つ
も
き
れ
い
に
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
 

・
犬
は
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
か
ら

離
れ
た
場
所
に
つ
な
い
で
お
い

て
く
だ
さ
い
。
 

　
検
針
は
、
毎
月
20
日
前
後
か
ら

２
〜
３
日
間
に
か
け
て
行
っ
て
い

ま
す
。
 

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

環
境
水
道
課

T
E
L
2
6

－

1
1
1
4

わが国の食料自給率向上と農業の再生を目指す対策です。

水田農家の皆様へ　加入申請期限は、６月30日です。

◆受付（提出）窓口

ＪＡコスモス地域水田農業推進協議会　TEL２２－７８２３

高知農政事務所（高知市本町4－3－41）TEL０８８－８７５－２１５３

詳しくは、中国四国農政局戸別所得補償制度

http://www.maff.go.jp/chushi/sesaku/kobetu_hosyo/index.html

戸別所得補償モデル対策の受付が始まりました。戸別所得補償モデル対策の受付が始まりました。戸別所得補償モデル対策の受付が始まりました。

業　　者　　名

㈲ 西 商 店

㈲ 三 宮 商 事

　 水道設備配管工事店

山 本 設 備 工 業

岡 　 村 　 電 　 設

㈱ 越 知 清 掃 設 備

電話番号

2 6 － 0 2 1 3

2 6 － 0 2 2 1

2 6 － 2 2 2 5

2 6 － 2 1 9 2

2 6 － 2 1 9 6

2 6 － 1 2 6 3

植
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6月は「食育月間」、毎月19日は「食育の日」です。6月は「食育月間」、毎月19日は「食育の日」です。6月は「食育月間」、毎月19日は「食育の日」です。

水の事故を防ごう水の事故を防ごう水の事故を防ごう

　“食育”をご存じですか？       

　食育とは、さまざまな経験を通じて「食についての知識」と「食を選ぶ力」を身につけ、

健全に食生活を行えるように育てることをいいます。

　平成17年に「食育基本法」が策定され、具体的な推進に向けて毎年６月を“食育月間”

としました。高知県では、毎月19日を“家族そろっていただきますの日”としています。

　できる限り地域の食材を使い、家族で食事の準備をして、家族とそろってゆっくり食事

をいただくことで、“食育”について、考えてみる機会にしてはいかがでしょうか。

　　　　　　　　　　　　（中央西地区食生活改善推進協議会・中央西福祉保健所） 

水による事故を防ぐには・・・

☆　乳幼児は、家庭用ビニールプールなどの浅い場所でも溺れることがあります。

　　水遊び中には大人の人が付き添ってください。

☆　危険な場所で遊んでいる子どもを見かけたら注意する。

☆　子どもだけで川や池に遊びに行かない。

☆　川や海などで泳ぐときには、大人の人と一緒に行く。

☆　飲酒後や体調が良くないときには海やプールなどでの遊泳は絶対やめましょう。

※子どもだけでなく大人も事故に遭っていますので十分注意してください。

　毎年、夏になると水による事故で多くの尊

い命が失われています。水の事故の多くは、

ちょっとした不注意で起きているので未然に

事故を防ぐことが大事になってきます。

はやねちゃん

あさごはんまん

はやおきくん

○やなせたかしc

高吾北消防署では、地域や職場などのグループ等を対象に救命（AED）講習を

開催しています。ぜひ、いざというときのために受講してみませんか。

◆お申し込み・連絡先　TEL２６－２１１１（高吾北消防署）

◆救急（病院紹介）のお問い合わせ先  TEL２６－２１１１（高吾北消防署）
                           　  　　　　　　 TEL３５－００１７（仁淀川分署）

高　知　県

毎月19日は食育の日
【家族そろっていただきますの日】

です☆
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6月は「食育月間」、毎月19日は「食育の日」です。

水の事故を防ごう

参加チーム募集

平成22年度
第39回 越 知 町 民 ス ポ ー ツ 祭

◀募集・案内▶



高
岡
教
育
総
合
フ
ェ
ス
タ
の
ご
案
内

つ
な
ぐ
　
人
・
夢
・
笑
顔

　
〜
発
信
！
と
ど
け
高
岡
の
お
も
い
〜

｜広報おち｜6月号｜10｜

◀募集・案内▶

日
ノ
浦
あ
じ
さ
い
街
道

６
月
上
旬
〜
７
月
上
旬

　
標
高
450
メ
ー
ト
ル
の
山
腹
に
あ

る
「
日
ノ
浦
あ
じ
さ
い
街
道
」
は
、

総
延
長
10

キ
ロ
メ
ー
ト

ル
に
な
り
約

２
万
株
の
色

鮮
や
か
な
花

が
咲
き
ま
す
。

　
今
年
は
、

イ
ベ
ン
ト
会
場
に
車
椅
子
の
方
も

使
用
で
き
る
来
客
専
用
の
水
洗
ト

イ
レ
を
完
備
し
た
ほ
か
、
駐
車
場

も
整
備
し
て
い
ま
す
の
で
、
花
見

や
山
の
景
色
な
ど
を
ゆ
っ
く
り
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

★
あ
じ
さ
い
ま
つ
り

期
間
：
６
月
12
日
（
土
）
13
日
（
日
）

時
間
：
午
前
８
時
〜
午
後
５
時

会
場
：
日
ノ
浦
公
民
館

　
日
ノ
浦
地
区
が
「
花
見
に
訪
れ

る
方
々
と
の
交
流
」
の
場
と
し
て

開
催
し
て
い
る
「
あ
じ
さ
い
ま
つ

り
」
は
、
今
年
で
６
回
目
に
な
り

ま
す
。

　
12
日
は
、
双
子
か
ら
日
ノ
浦
ま

で
1.2
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
ガ
イ
ド
し

な
が
ら
歩
い
て
散
策
す
る
「
あ
じ

さ
い
ウ
ォ
ー
ク
」
を
行
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
午
前
11
時
ま
で

に
双
子
へ
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

20
台
ま
で
駐
車
可
能
で
す
。

　
13
日
は
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
や
オ
カ

リ
ナ
演
奏
会
・
俳
句
な
ど
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　
両
日
と
も
杵
つ
き
餅
の
実
演
販

売
や
田
舎
寿
司
、
農
産
物
、
地
元

の
木
工
の
達
人
が
丹
精
こ
め
て
作

っ
た
珍
し
い
作
品
な
ど
を
販
売
し

て
い
ま
す
。

　
６
月
14
日
〜
27
日
の
間
は
案
内

人
が
常
駐
し
売
店
が
あ
り
ま
す
。

50
人
以
上
収
容
で
き
る
特
設
テ
ン

ト
を
設
置
し
ま
す
の
で
、
雨
天
や

団
体
で
の
ご
利
用
も
可
能
で
す
。

◎
ア
ク
セ
ス

　
県
道
18
号

鎌
井
田
大
橋

の
東
詰
め
か

ら
、
案
内
標

識
に
従
っ
て

お
進
み
く
だ

さ
い
。
大
型

バ
ス
は
通
行
で
き
ま
せ
ん
。
鎌
井

田
か
ら
は
道
幅
が
狭
い
で
す
の
で
、

「
譲
り
合
い
」
な
が
ら
お
越
し
く

だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
あ
じ
さ
い
会
長
　
武
智
五
郎

　
0
9
0

－

8
9
7
0

－

6
8
5
2

　
子
ど
も
た
ち
の
合
唱
、
ダ
ン

ス
、
伝
統
芸
能
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ

発
表
、
ま
た
研
究
発
表
の
展
示
、

地
場
産
品
の
販
売
等
、
地
域
ぐ
る

み
の
教
育
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で

す
。

　
食
事
コ
ー
ナ
ー
も
構
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。

【
開
催
日
時
・
会
場
】

須
崎
市
立
市
民
文
化
会
館

６
月
27
日
（
日
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

【
越
知
町
か
ら
の
参
加
団
体
】

○
ス
テ
ー
ジ
部
門

　
越
知
中
学
校
吹
奏
楽
部

　
谷
ノ
内
フ
ラ
ガ
ー
ル
ズ

○
展
示
部
門

　
越
知
小
学
校
４
年
生

○
販
売
部
門

　
越
知
町
国
際
交
流
協
会

　
（
韓
国
料
理
等
）

　
野
老
山
お
と
な
の
学
校

　
（
ケ
ン
ピ
・
手
芸
品
等
）

※
販
売
時
間
は
午
前
10
時
〜
午
後

３
時
（
売
切
御
免
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
３
４
０
０

育
児
相
談
・
親
子
ふ
れ
あ
い

サ
ロ
ン
の
ご
案
内

　
乳
幼
児
の
お
子
さ
ん
お
持
ち
の

方
を
対
象
に
次
の
日
程
で
行
い
ま

す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
　
時
】

６
月
22
日
（
火
）
午
後
１
時
〜
３
時
半

【
実
施
場
所
】

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
検
診
室

【
内
　
容
】

育
児
相
談

（
身
長
・
体
重
測
定
な
ど
）

七
夕
飾
り

【
講
　
師
】

岡
本
加
代
子
先
生
（
在
宅
保
育
士
）

【
持
参
す
る
も
の
】

計
測
さ
れ
る
方
は
母
子
健
康
手
帳
。

３
時
ご
ろ
お
や
つ
の
時
間
を
設
け

て
お
り
ま
す
が
、
お
茶
、
お
や
つ

は
各
自
が
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

参
加
希
望
の
方
は
、
６
月
18
日

（
金
）
ま
で
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◆
連
絡
先

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

保
健
師
ま
た
は
保
健
衛
生
係
ま
で

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
３
２
１
１
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幼
稚
園
で

一
緒
に
遊
ぼ
う
！

「
カ
レ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
」

　
今
月
は
み
ん
な
で
カ
レ
ー
を
作

り
ま
す
。

　
園
庭
開
放
の
お
友
達
も
一
緒
に

カ
レ
ー
を
食
べ
ま
せ
ん
か
？

　
園
庭
開
放
に
来
る
お
友
達
も
、

お
家
の
人
も
ご
は
ん
と
ス
プ
ー
ン

を
持
っ
て
来
て
ね
。

　
た
く
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

【
日
時
】

６
月
25
日
（
金
）

午
前
９
時
30
分
〜

【
場
所
】

越
知
幼
稚
園

◀募集・案内▶

越
知
保
育
園
内 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
か
ら
の
お
知
ら
せ

『
仁
淀
川
親
子
ふ
れ
あ
い

  
バ
ス
ツ
ア
ー
』参
加
者
募
集

　
仁
淀
川
漁
業
協
同
組
合
と
仁
淀

川
流
域
交
流
会
議
で
は
、
流
域
住

民
の
み
な
さ
ん
に
、
清
流
仁
淀
川

に
親
し
み
な
が
ら
自
然
保
護
の
大

切
さ
を
学
べ
る
場
と
し
て
、
「
親

子
ふ
れ
あ
い
バ
ス
ツ
ア
ー
」
を
毎

年
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
次
の
日
程
で
行
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
　

７
月
４
日
（
日
）
午
前
７
時

仁
淀
川
漁
協
集
合
（
い
の
町
）

【
主
な
日
程
】

◎
土
佐
市
天
崎
鍾
乳
洞
見
学

◎
越
知
町
宮
の
前
公
園

・
ア
ユ
塩
焼
き

・
放
流
体
験

・
ア
メ
ゴ
釣
り

・
つ
か
み
ど
り

◎
見
学
そ
の
他

【
参
加
対
象
】

小
学
生
と
そ
の
保
護
者

【
参
加
費
】

保
護
者
１
人
に
つ
き
５
０
０
円

【
申
込
締
切
】

６
月
21
日
（
月
）

◆
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
仁
淀
川
漁
業
協
同
組
合

　
T
E
L
0
8
8

－

8
9
3

－

2
3
0
0

　
F
A
X
0
8
8

－

8
9
3

－

2
3
3
8

☆
6
月
の
予
定
☆

　（
な
か
よ
し
ひ
ろ
ば
）

◎
２
日
（
水
）

簡
単
な
お
も
ち
ゃ
を

　
　
　
　
　
作
っ
て
み
よ
う
！

◎
18
日
（
金
）

誕
生
会
を
楽
し
も
う
！

◎
23
日
（
水
）

誘
拐
防
止
教
室

※
地
域
安
全
協
会
の
方
の
お
話
や

映
画
が
あ
る
よ
。

◎
30
日
（
水
）

プ
ー
ル
あ
そ
び
を
し
よ
う

※
水
着
（
ま
た
は
そ
れ
に
代
わ
る

ズ
ボ
ン
等
）
、
タ
オ
ル
な
ど
を

持
っ
て
来
て
ね
。

【
時
間
】

午
前
９
時
30
分
〜

※
他
の
月
曜
〜
金
曜
（
祝
日
は
除

く
）
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
一
時
預
か
り
も
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

【
場
所
】

越
知
保
育
園

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
越
知
保
育
園

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
担
当
　
藤
原
・
井
上

　
T
E
L
２
６

－

２
１
４
１
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①販売目的や業者名、販売員の名前を言わない。
②断っても何度も勧誘される。
③話が長い、強引、脅迫めいたことを言う。
④収入になるかのような説明をする。

　最近、電話による勧誘販売が増えて１日に何社からも電話がかかり、困っているという話を聞くこと
があります。
　種類は健康食品や薬、化粧品、マンションの経営など様々ですが、中には強引で脅迫的な勧誘や考
える暇を与えずに即決を迫る電話などの相談が全国的に増えてきているようです。
　強引な電話や脅迫まがいの電話でも、買う気がなければ断るようにしましょう。

　あまりにも悪質な勧誘であれば、業者名や連絡先などを聞き、できるようであれば通話内容なども
録音しておきましょう。
  もし、業者名や連絡先を確認しても名乗らなかったり、連絡先も言わないようであれば、迷惑電話と
かわらないので電話を切りましょう。

※　注 意 点　※
　一度商品を購入すると、氏名や住所、電話番号等の個人情報が色々な業者へ渡る可能性もありま
す。電話勧誘の商品を購入する際には、十分検討した上で購入をするようにしましょう。

悪質な勧誘電話には
このような傾向が
みられます。

　署内での禁煙により、喫煙場所が使用されなくなった
ので、このスペースを利用して『交通安全コーナー』を設
置しました。
　コーナーには、反射材の展示や交通安全教室で使用
しているビデオや、アルコールチェッカーを置いており、
自由に観たり使用することができます。
　お気軽に、お立ち寄りください。
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　新学年がスタートしましたが、新1年生は保育園や幼稚園の時と違って、基本的には学校に自分で歩いて登校

しなければなりません（スクールバスの人は別）。社会の交通ルールを理解して安全な登校をしてほしいもので

す。そこで、毎年4月に佐川警察署・越知駐在所のご協力で交通安全教室を行っています。道路の歩き方、信号

の見方、横断歩道の渡り方などを、運動場に白線で書かれた横断歩道や、警察署の人が準備してくれた交通信

号で実地の学習をしました。

　4年生は自転車を使って、正しい乗り方の実地学習をしました。自転車はこの日の朝、自分の家からついて登校

しました。しっかり学習した後は、自転車に乗って下校しました。また、自転車屋さんにブレーキやハンドルの点

検をしてもらい、良くないところを直してもらいました。

―　4年生感想文から　―
青信号になって、まちがって横だん歩道をわたってしまいました。はずかしかったです。けいさつの人に「そこ

は人が通る所」と言われました。2回まちがえました。

交通安全教室が始まって、手信号とかんばんの「止まる」のことを教えてもらいました。手信号で1つなら知っ

ていたけど、あんなにあると初めて知りました。「止まる」の三角のひょうしきの意味は、右、左をちゃんと止ま

ってみないといけないという意味でした。

　越知中学校1年生40人は、5月13日・14日の間、1泊2日で集団宿泊研修を行いました。

　この取り組みは、今年が初めてですが、大きな狙いが2つあります。1つは、新しい学年・学級・班の仲間意識

を高め、これからの中学校生活でのより良い集団づくりの場として、また、来年の修学旅行につながる研修とし

て取り組みました。さらには、不登校生を出さない取り組みにもつながります。2つ目は、発電所や科学博物館の

学習を通して、科学の進歩を知るとともに、環境問題や資源問題、自然のエネルギーについての研修です。

　1日目は、佐田岬半島にある瀬戸ウィンドヒル（風力発電）の見学、伊方ビジターズハウスで伊方発電所の説明

を受け、伊方発電所内の見学を行い、松山城の近くのホテルに泊まりました。2日目は、原子力保安研修所（松山

市）、愛媛県総合科学博物館（新居浜市）、本川発電所（楊水発電）の見学を行い、見学先でメモを取るなど、

集団宿泊として有意義な研修ができました。

　今回の研修費用は、すべて四国電力の伊方発電所見学会が賄ってくれ、生徒の負担はありませんでした。ま

た、筏津ダムに勤務されている四国電力のお2人が添乗員として同行してくれました。

越 知 小 学 校 交通安全教室

越 知 中 学 校 1年生　集団宿泊研修

伊方ビジターズハウス 原子力保安研修所 本川発電所内部の説明
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ソ
ン
　
　
ソ
ン
ジ
ョ
ン

国
際
交
流
協
会
か
ら
こ
ん
に
ち
は

6
月
：
伝
統
衣
装
話
♪

国
際
交
流
員
　
孫
　
仙
正

　
今
や
浴
衣
大
好
き
の
私
で
す
。な

ん
と
、自
分
で
帯
を
結
べ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
♪
し
か
し
、５
年
前
の

青
森
留
学
の
と
き
に
は
浴
衣
を
着

て
街
中
を
歩
き
回
る
日
本
の
若
者

た
ち
の
姿
を
見
て
、新
鮮
な
カ
ル
チ

ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
覚
え
が

あ
り
ま
す
。

　
な
ぜ
か
と
い
う
と
、韓
国
で
伝
統

衣
装
の
韓
服（
ハ
ン
ボ
ク
）は
、ソ
ル

ナ
ル（
お
正
月
）や
結
婚
式
な
ど
、何

ら
か
の
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
重
要
な

日
に
着
る
服
と
な
っ
て
い
る
た
め
。

西
洋
の
服
に
比
べ
て
動
き
が
不
便

で
、
値
段
も
高
い
か
ら
と
の
理
由

で
、韓
服
は
実
生
活
か
ら
は
少
し
離

れ
て
い
る
の
が
現
実
で
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、こ
う
い
っ
た
韓
服
の

難
点
を
補
い
、時
代
の
流
れ
に
伝
統

を
守
ろ
う
と
す
る
努
力
も
行
わ
れ

て
い
ま
す
。伝
統
的
な
デ
ザ
イ
ン
に

実
用
性
を
加
え
て
作
ら
れ
た
の
が
、

こ
の「
生
活
韓
服
」。

 

　
普
段
の
韓
服
よ
り
は
若
干
地
味

な
感
じ
が
し
ま
す
が
、名
前
ど
お
り

に
普
段
の
生
活
で
も
不
便
を
感
じ

ず
に
着
れ
る
よ
う
、と
て
も
楽
に
作

ら
れ
て
い
ま
す
。色
も
地
味
系
が
多

い
の
で
、年
配
の
人
に
特
に
愛
さ
れ

て
い
ま
す（
私
の
父
も
最
近
週
末
は

生
活
韓
服
姿
が
多
い
で
す
♪
）。

　
そ
し
て
、パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど
イ
ベ

ン
ト
の
と
き
、女
性
に
人
気
な
の
が

「
韓
服
ド
レ
ス
」で
す
。

 

　
韓
服
の
特
長
は
生
か
し
た
ま
ま
、

現
代
的
な
感
覚
を
取
り
入
れ
る
こ

と
で
、今
は
若
い
女
性
に
人
気
＋
憧

れ
の
ア
イ
テ
ム
で
す
ね（
私
も
い
つ

か
着
て
み
た
い
で
す
）。

　
し
か
し
、生
活
韓
服
は
あ
く
ま
で

も
年
配
の
人
を
中
心
に
広
が
っ
て

お
り
、韓
服
ド
レ
ス
は
ド
レ
ス
で
あ

る
だ
け
に
ス
ペ
シ
ャ
ル
感
が
強
す

ぎ
ま
す
。日
本
の
よ
う
に
お
花
見
や

花
火
、お
祭
り
な
ど「
遊
び
に
」行
く

と
き
、デ
ー
ト
の
と
き
な
ど
に
、若

い
世
代
が
積
極
的
に
伝
統
衣
装
を

着
る
と
い
う
の
は
、韓
国
で
は
と
て

も
珍
し
い
お
話
な
の
で
す
。

　
な
の
で
、初
め
て
の
日
本
の
お
祭

り（
ね
ぶ
た
祭
り
）で
、浴
衣
姿
で
思

い
っ
き
り
お
し
ゃ
れ
を
し
て
い
る

津
軽
の
若
い
男
女
に
会
え
た
時
に

は
、そ
れ
は
新
鮮
な
シ
ョ
ッ
ク
で
し

た
。え
え
っ
、ド
派
手
な
ギ
ャ
ル
メ

イ
ク
の
女
子
も
、ヤ
ン
キ
ー
の
よ
う

な
男
子
も
、み
ん
な
き
ち
ん
と
伝
統

衣
装
を
着
て
い
る
な
ん
て
！
な
か

な
か
い
い
や
つ
や
ん
か
！
み
た
い

な
。（
笑
）

　
そ
し
て
日
本
暮
ら
し
が
長
く
な

り
、夏
の
お
祭
り
や
花
火
大
会
な
ど

に
秘
め
て
い
る
浴
衣
の
ロ
マ
ン（
？

笑
）み
た
い
な
も
の
を
理
解
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、な
ん
か
、

憧
れ
ま
し
た
わ
〜
。

　
仮
に
で
す
ね
、韓
国
で「
明
日
の

お
花
見
デ
ー
ト
、韓
服
姿
で
来
て
く

れ
な
い
？
」と
恋
人
に
提
案
し
た
と

し
た
ら
、そ
の
日
で
頭
の
お
か
し
い

人
か「
猟
奇
的
な
彼
女
」扱
い
さ
れ

る
の
に
間
違
い
な
し
で
す
。（
笑
）

　
ほ
と
ん
ど
の
韓
国
人
が
子
ど
も

の
と
き
に
は
自
分
の
韓
服
を
持
っ

て
い
る
し
、結
婚
の
際
に
は
新
し
い

韓
服
を
あ
つ
ら
え
る
の
が
一
般
的

で
す
が
、未
婚
の
若
い
男
女
は
、自

分
の
韓
服
を
持
っ
て
い
な
い
人
の

方
が
多
い
で
す（
私
も
日
本
に
来
る

こ
と
に
な
っ
て
か
ら
あ
つ
ら
え
て

も
ら
い
ま
し
た
）。

　
半
面
、日
本
の
伝
統
衣
装
は
全
世

代
と
時
代
を
通
し
て
ア
ピ
ー
ル
で

き
る
メ
リ
ッ
ト
を
持
っ
て
い
る
よ

う
な
感
じ
が
し
ま
す
。毎
年
夏
が
近

づ
く
と
、女
性
誌
に
は
今
年
流
行
の

浴
衣
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
が
登
場
す
る

し
、現
代
的
な
感
覚
で
伝
統
衣
装
を

楽
し
ん
で
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

着
物
の
持
っ
て
い
る
ス
ペ
シ
ャ
ル

感
＋
凛
と
し
た
姿
も
ス
テ
キ
で
す

が
、浴
衣
の
持
つ
大
衆
的
な
感
じ
も

魅
力
的
で
す
ね
。

　
こ
の
よ
う
に
、伝
統
な
ら
で
は
の

美
し
さ
が
現
代
的
な
感
覚
と
融
和

で
き
て
い
る
こ
と
、世
代
を
超
え
て

国
の
伝
統
文
化
を
大
事
に
し
て
い

こ
う
と
い
う
こ
の
気
持
ち
か
ら
、日

本
は
全
世
界
の
人
々
の
目
に
魅
力

的
な
国
と
し
て
映
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
♪

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
間
、韓

国
に
帰
省
し
て
い
ま
し
た
。朝
鮮
時

代
の
王
様
の
宮
殿
で
あ
る
景
福
宮

（
キ
ョ
ン
ボ
ッ
ク
ン
）で
、
15
世
紀
の

韓
服
を
着
て
み
ま
し
た
♪

　
追
伸
２ 

い
つ
か
は
振
袖
を
着
て

み
た
い
の
で
す
が
、成
人
式
か
ら
も

う
何
年
で
し
ょ
う
か
〜
う
う
ぅ
〜

涙
。

・
　
　
・
　
　
・

・
　

コアジサイ

ベニガクアジサイ
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No.108

博
物
館
だ
よ
り

ア
ジ
サ
イ

　
梅
雨
時
に
色
と
り
ど
り
に
鮮
や
か

に
咲
き
、„
梅
雨
の
訪
れ
を
告
げ
る

花“
に
、「
ア
ジ
サ
イ
」が
あ
り
ま
す
。

日
本
人
に
と
っ
て
最
も
馴
染
み
の
深

い
植
物
の
一
つ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

ア
ジ
サ
イ
は
、漢
名「
紫
陽
花
」の
ユ
キ

ノ
シ
タ
科
の
落
葉
低
木
で
、そ
の
名
の

語
源
は
、「
集（
あ
ず
）：

集
ま
る
」＋「
真

藍（
さ
あ
い
）：

青
い
花
」に
由
来
す
る

と
い
う
説
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、花
の

色
が
さ
ま
ざ
ま
に
変
化
す
る
こ
と
か

ら
„
七
変
化
の
花“
と
も
呼
ば
れ
ま

す
。「
紫
陽
花
」と
書
く
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、中
国
唐
の
時
代
の
著
名
な
詩

人
・
白
居
易（
白
楽
天
）（
７
７
２

－

８

４
６

：

奈
良
〜
平
安
時
代
）の
詩
文
集

『
白
氏
文
集
』の
中
の「
紫
陽
花
」で
、

　
　
何
年
植
向
仙
壇
上

　
　
早
晩
移
裁
到
梵
家

　
　
雖
在
人
間
人
不
識

　
　
与
君
名
作
紫
陽
花

と
詠
ん
で
い
て
、そ
の
前
書
き
に「
招

賢
寺
に
山
花
一
樹
木
あ
り
　
人
そ
の

名
を
知
る
も
の
な
し
　
色
は
紫
色
に

花
は
香
気
を
や
ど
し
芳
麗
に
し
て
ま

こ
と
に
愛
す
べ
し
　
よ
り
て
紫
陽
花

と
名
づ
く
」と
あ
る
こ
と
に
よ
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
奈
良
時
代
末
期（
7
7
0
年
頃
）に

成
立
し
た
と
い
わ
れ
る
わ
が
国
最
古

の
歌
集『
万
葉
集
』の
中
に
、「
味
狭
藍
」

「
安
治
佐
為
」と
表
記
さ
れ
た
和
歌
が

二
首
収
め
ら
れ
て
い
て
、奈
良
時
代
に

す
で
に「
ア
ジ
サ
イ
」が
愛
好
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
伺
わ
れ
ま
す
。ま
た
、

江
戸
時
代
の
俳
諧
・
松
尾
芭
蕉

の
句
に
、

　
　
紫
陽
花
や
薮
を
小
庭
の

　
　
別
座
敷

と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。

　
ア
ジ
サ
イ
は
日
本
原
産
の
花
木
で
、

野
生
の
ガ
ク
ア
ジ
サ
イ
を
原
種
と
す

る
植
物
で
す
。外
国
に
は
野
生
種
は
な

く
、現
在„
西
洋
ア
ジ
サ
イ“
と
呼
ば
れ

る
も
の
は
、日
本
の
も
の
が
江
戸
時

代
後
期
の
１
８
２
３（
文
政
６
）年
に

オ
ラ
ン
ダ
商
館
医
官
と
し
て
来
日
し
、

５
年
後
に
帰
国
し
た
ド
イ
ツ
の
医
者
・

博
物
学
者
の
シ
ー
ボ
ル
ト
に
よ
っ
て

欧
州
に
持
ち
帰
っ
た
も
の
が
改
良
さ

れ
広
ま
っ
た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。４
〜
５
枚
の
花
び
ら
の
よ
う
に
見

え
る
無
数
の
群
れ
は
萼
片（
装
飾
花
）

で
、そ
の
中
心
に
雄
し
べ
と
雌
し
べ
が

あ
り
ま
す
が
、な
い
も
の
も
あ
り
ま

す
。装
飾
花
の
有
無
、付
き
方
か
ら
、大

き
く
３
種
類
に
区
別
さ
れ
ま
す
。

１
．コ
ア
ジ
サ
イ

　
花
序（
花
軸
に
付
い
て
い
る
花
の
配

列
状
態
）は
す
べ
て
青
紫
色
の
両
性
花

で
、装
飾
花
が
な
い
。

２
．ベ
ニ
ガ
ク（
ガ
ク
ア
ジ
サ
イ
）

　
ヤ
マ
ア
ジ
サ
イ
を
改
良
し
て
つ
く

ら
れ
た
園
芸
品
種
で
、花
序
は
無
数
の

両
性
花
と
そ
の
周
辺
部
の
装
飾
花
か

ら
成
る
。

３
．ア
ジ
サ
イ（
西
洋
ア
ジ
サ
イ
）

　
暖
地
の
海
岸
地
方
に
自
生
す
る
ガ

ク
ア
ジ
サ
イ
を
改
良
し
た
も
の
で
、装

飾
花
だ
け
か
ら
成
る
。

　
日
本
で
一
般
に
言
う„
ア
ジ
サ
イ“
は

こ
れ
に
当
た
り
、赤
・
青
・
紫
な
ど
の
色

が
あ
る
。果
実
は
結
ば
な
い
。

　
ベ
ニ
ガ
ク
に
代
表
さ
れ
る
ガ
ク
ア

ジ
サ
イ
の
名
前
の
由
来
は
、花
序
の
周

縁
を
装
飾
花（
萼
片
）が
額
縁
の
よ
う

に
取
り
囲
む
こ
と
に
よ
り
ま
す
。萼
片

は
、目
立
た
な
く
な
っ
た
小
さ
な
花
に

代
わ
っ
て
、花
粉
を
媒
介
す
る
昆
虫
を

誘
い
込
む
た
め
に
植
物
が
長
い
進
化

の
過
程
で
編
み
出
し
た
„
知
恵“
の
一

つ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
ア
ジ
サ
イ
に
関
し
て
は
、よ
く
花
の

色
の
違
い
の
こ
と
が
問
題
に
な
り
ま

す
が
、土
壌
の
酸
性
度
に
よ
っ
て
色
が

変
わ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。つ

ま
り
、土
壌
が
酸
性
―
中
性
―
ア
ル

カ
リ
性
と
な
る
に
し
た
が
っ
て
、花
の

色
は
青
―
紫
―
赤
と
変
化
す
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、土
壌
が
酸

性
に
な
る
と
、土
壌
中
の
ア
ル
ミ
ニ
ウ

ム
が
溶
け
出
し
、そ
れ
が
吸
収
さ
れ

て
、花
の
中
の
色
素
群
で
あ
る
ア
ン
ト

シ
ア
ン
と
結
合
し
て
花
の
色
を
青
く

す
る
た
め
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。逆

に
、ア
ル
カ
リ
性
の
土
壌
で
は
ア
ル
ミ

ニ
ウ
ム
が
溶
け
に
く
い
た
め
、赤
色
系

の
品
種
の
花
は
ほ
と
ん
ど
色
の
変
化

が
見
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　„
植
物
の
宝
庫“
鳥
形
山（
旧
仁
淀

村
）に
は
、た
く
さ
ん
の
ヤ
マ
ア
ジ
サ

イ
が
自
生
し
て
い
て
、間
近
で
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。一
方
、横
倉
山
に
は
、

園
芸
品
種
の
ア
ジ
サ
イ
と
比
べ
る
と

は
る
か
に
小
振
り
の
可
憐
な
ヤ
マ
ア

ジ
サ
イ（
山
紫
陽
花
、花
期

：

６
〜
８

月
）、ク
サ
ア
ジ
サ
イ（
草
紫
陽
花
、花

期

：

７
〜
10
月
）が
あ
り
、装
飾
花
の
付

き
方
は「
ベ
ニ
ガ
ク
」に
似
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
お
茶
花
と
し
て
よ
く
使
用

さ
れ
ま
す
。横
倉
山
の
林
道
沿
い
で
も

見
ら
れ
る
同
じ
ユ
キ
ノ
シ
タ
科
の
ガ

ク
ウ
ツ
ギ
や
ノ
リ
ウ
ツ
ギ
も
形
態
的

に
は
こ
れ
に
よ
く
似
て
い
ま
す
。

※
ア
ジ
サ
イ
は
あ
ま
り
単
独
で
は
存
在

し
な
く
、
„
木“
と
い
う
表
現
に
は
当

た
ら
ず
、
ま
た
、
香
り
も
ほ
と
ん
ど
し

な
い
こ
と
か
ら
、
ラ
イ
ラ
ッ
ク（
モ
ク
セ

イ
科
）で
は
な
い
か
と
い
う
説
も
あ
る

横
倉
山
自
然
の
森
博
物
館

学
芸
員
　
安
井 

敏
夫

し
ち
へ
ん  

げ

な
　
じ

は
く
き
ょ 

い

は
く
ら
く
て
ん

は
く
し
も
ん
じ
ゅ
う

あ
ぢ 

さ
　
ゐ

あ
　
ぢ
　
さ
　
ゐ

・
　
　
・
　
　
・

・
　
　
・
　
　
・

が
く
へ
ん

か  

じ
ょ

り
ょ
う
せ
い
か

そ
う
し
ょ
く
か

※

・
　
・
　

コアジサイコアジサイコアジサイ

ベニガクベニガクアジサイアジサイ ベニガクアジサイ
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お
く
や
み

町
民
の
動
き

4
月
届
け
出
分

人口

男

女

世帯数

出生

死亡

転入

転出

2

8

19

19

6,652

3,107

3,545

3,039

（△6）

（△6）

（0）

（6）

１
区

６
区

９
区

桐
見
川
２
区

堂
岡

袖
野

谷
ノ
内

谷
ノ
内

池
内
　
福
壽

岡
村
冨
士
野

田
村
元
市
郎

齋
藤
　
勇
夫

山
本
　
　
整

黒
原
美
代
子

藤
田
　
宮
子

中
川
　
鶴
尾

住
　
所

氏
　
　
　
名

歩
こ
う
会

西
土
佐
江
川
崎
コ
ー
ス

【
日
時
】

６
月
19
日
（
土
）

午
前
８
時
00
分

サ
ン
プ
ラ
ザ
越
知
店
集
合

午
前
８
時
10
分

サ
ン
プ
ラ
ザ
越
知
店
出
発

午
後
５
時
00
分

帰
着
予
定

【
経
路
】

越
知
―
須
崎
―
窪
川
―
江
川
崎
―

十
和
道
の
駅
―
梼
原
―
須
崎
―
越

知【
実
施
要
領
】

・
車
両
利
用
で
実
施
す
る

・
参
加
料
２,
７
０
０
円

 

（
弁
当
代
を
含
む
）

・
人
員
に
達
す
る
と
締
め
切
る

・
集
合
時
間
厳
守

・
申
込
期
限
は
６
月
10
日

・
そ
の
他
は
従
来
ど
お
り

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
矢
野

　
T
E
L
２
６
―
０
４
５
８

【
開
館
日
時
】

火
曜
〜
日
曜

午
前
11
時
〜
午
後
７
時

（
休
館
日
　
月
曜
・
年
末
年
始
）

２
０
１
０
年
は
国
民
読
書
年
で

す
。
本
の
森
図
書
館
で
読
み
た

い
本
を
探
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

お
す
す
め
図
書
の
紹
介

お
と
な
の
本

「
神
苦
楽
島
　
上
・
下
」

内
田
　
康
夫
　
著

　
秋
葉
原
で
女
性
の
最
期
を
看
取

っ
た
浅
見
光
彦
は
、
淡
路
島
で
思

わ
ぬ
事
件
に
遭
遇
す
る
。拝
み
屋
、

民
間
信
仰
、
牛
頭
天
王
、
新
た
な

死
体
。
や
が
て
呪
い
は
浅
見
に
も

ふ
り
か
か
る
の
か
…
。
信
仰
、
民

俗
が
交
錯
す
る
、
浅
見
シ
リ
ー
ズ

異
色
の
最
新
作
。

「
オ
ー
！
フ
ァ
ー
ザ
ー
」

伊
坂
　
幸
太
郎
　
著

　
我
が
家
は
、
六
人
家
族
で
大

変
な
ん
だ
。
母
一
人
、
子
一
人

な
の
は
い
い 

と
し
て
、
父
親
が

四
人
も
い
る
ん
だ
よ
。
し
か
も
、

み
ん
な
ど
こ
か
変
わ
っ
て
い
て

俺
は
、
ご
く
普
通
に
生
活
し
て

い
た
い
だ
け
な
の
に
。
そ
し
て
、

今
回
変
な
事
件 

に
巻
き
込
ま
れ

て
…
。

子
ど
も
の
本

「
3
び
き
ね
こ
さ
ん
と

さ
く
ら
ん
ぼ
さ
ん
」

柳
生
　
ま
ち
子
　
作

　
ス
キ
ッ
プ
が
で
き
な
い
ネ
コ

の
き
い
は
、
靴
を
売
る
す
て
き

な
お
姉
さ
ん
ネ
コ
に
出
会
い
ま

す
。

本
の
森

図
書
館
だ
よ
り

（5月1日現在）

「
ま
め
っ
こ
ま
め
こ
と

お
じ
い
さ
ん
」

松
野
　
正
子
　
作

　
お
じ
い
さ
ん
の
前
に
あ
ら
わ

れ
た
、
豆
粒
く
ら
い
の
女
の
子

ふ
た
り
は
一
緒
に
旅
に
出
ま
す
。

新
着
図
書
（
え
ほ
ん
）

◇
モ
ク
レ
ン
お
じ
さ
ん

　
　
　
　
　（
田
島
　
征
三
）

◇
お
ば
あ
さ
ん
の
う
ち
へ

　
　
　
　（
こ
み
ね
　
ゆ
ら
）

◇
く
じ
ら
の
あ
か
ち
ゃ
ん
お
お
き

く
な
あ
れ
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　（
神
沢
　
利
子
）

◇
ラ
ッ
キ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　（
菊
池
　
日
出
夫
）

◇
だ
る
ま
ち
ゃ
ん
と
や
ま
ん
め
ち
ゃ
ん

（
加
古
　
里
子
）

◇
う
み
の
お
ま
つ
り
ど
ど
ん
と
せ

（
さ
と
う
　
わ
き
こ
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
３
４
０
０

※住民課に死亡届のあった方を掲載しています。
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◎
短
歌
は
生
の
証
し

　
短
歌
を
詠
む
人
に
は
死
の
間
際
ま
で
詠
み
続
け
る
人
が
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
短
歌
は
自
分
の
生
の
証
し
で
す
。
自
分
の
存

在
を
記
し
て
残
す
こ
と
は
楽
し
い
と
思
い
ま
せ
ん
か
。

　
興
味
の
あ
る
方
は
ど
う
ぞ
役
場
前
の
「
本
の
森
図
書
館
」
へ

遊
び
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

越
知
短
歌
会
世
話
役
・
宮
橋

第
七
十
三
回
越
知
短
歌
会

ち
ち
母
の
励
み
ゐ
し
田
は
あ
の
あ
た
り
川
を
へ
だ
て
て

陰
る
杉
山
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

廣
見
　
正
子

し
ん
ど
い
け
ね
る
と
云
い
し
が
最
後
に
て
夫
は
や
り
た

き
数
多
を
残
す
　
　
　
　
　
　
　
　  

玉
井
喜
代
子

小
さ
き
小
さ
き
団
扇
束
ね
し
か
に
見
ゆ
る
公
孫
樹
の
新

葉
垂
れ
て
揺
れ
て
お
り
　
　
　
　
　  
黒
岩
　
英
起

土
に
お
い
鶏
糞
に
お
い
山
畑
に
人
声
の
し
て
立
ち
て
ゆ

く
畝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

宮
橋
　
敏
機

激
戦
の
傷
跡
残
る
か
の
島
に
基
地
は
い
ら
な
い
普
天
間

撤
去
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

吉
良
　
　
武

雷
鳴
に
豪
雨
過
ぎ
た
り
数
多
の
人
突
如
出
で
来
る
街

の
バ
イ
パ
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

井
上
善
三
郎

見
下
ろ
し
て
植
田
原
照
る
城
址
の
石
に
写
る
六
人
ひ
と

り
残
り
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

楠
瀬
兵
五
郎
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お 名 前

生年月日

性 別

両 親

住 所

メッセージ

岡林 柚七

平成21年5月18日

女

岡林 英二・千晶

越知町1区

100 万ドルのゆずスマイルで

これからもみんなを幸せにし

てね♥（ぱぱ・まま）

おかばやし  ゆず  な

　虹色の里横畠では、横畠小学校を拠点に『農山村の暮らしを活かした地域内外の交流による元気な横

畠』を目指し、茶摘みと山菜採りの体験・交流行事を開催しました。

　茶の葉摘みから、炒り・揉み・干しの作業、アメゴや山菜の昼食、「ワラビ採り」に「タケノコ掘り」

と、虹色の里山斜面をたつくり、たくさんの山の恵みを手にしました。4月の冷え込みや霜による影響から

お茶の葉やワラビが育つか心配しましたが、ゴールデンウィークの陽気と地区の方々の協力により参加者

もスタッフも楽しみ、満足した行事となったと思います。「また来るね」の参加者の声に元気をいただいた

虹色の里の1日でした。

　8月7日には横畠清水集会所前の公園にてキャンドルナイトを行います。先祖を迎える現代版“ホーカイ

様”です。ローソクのともし火に包みこまれる幻想的な夜の虹色の里横畠まで是非お越しください。

お問い合わせ先　虹色の里横畠　０９０－９５５５－６４７５（代表：大原泰生）

　　　　　　　　越知町企画課　０８８９－２６－１１６４

虹色の里横畠 「茶摘み＆山菜採りツアー」 5月4日

・　・　・　・


